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令和２年度 ネバ－ランド居宅介護支援事業所事業計画書 

 

＜事業の種類＞ 

 ・居宅介護支援事業所 

 

＜運営方針＞ 

 在宅で生活されている方、また、その家族の相談等に応じて必要な援助を行い 

 できる限り在宅で、自立した生活が送れるように支援していく。 

 また、地域の方々にとって、身近な相談窓口として機能するように努める。 

 

＜事業計画＞ 

   

 １、出張カフェ（月１回開催） 

     職員が、地域の公民館等に出向き出張カフェを行う。地域住民との交流や 

     介護予防体操等を実施する。施設まで来られない方にもカフェを楽しん 

     で頂く事と、地域課題を抽出し、早期に対応する事で、地域住民の安心 

     した生活につなげる。 

 

   

 ２、ケアマネ勉強会（月２回開催） 

     医療知識を深めることで、ケアマネジメント・プロセスに有効に反映させ、 

     医療職とスム－ズに連携できる様、勉強会を開催する。  

     ※年２回ケアマネ合同勉強会を開催する。 

    

    

３、地域交流会の開催（年２回開催）   

     地域住民を対象に、介護や医療に関する学習会や、介護者同士の交流会、 

     介護相談会等を実施することで、地域の方々が、何でも気軽に相談でき 

     るようにする。 

     ＜予定内容＞ 

     ・テーマ「認知症との上手な付き合い方」 

      講 師 姫路市在宅医療・介護連携支援センタ－ 

     ・テ－マ「地域で暮らす為に～地域連携について考えよう～」 

      講 師 姫路聖マリア病院 地域連携室 

 

   

 ４、ぴっぷネバ－ランド、地域のつどい（各年１回開催）     

     自治会、民生委員を対象に、施設と共に地域を支えていく為の取り組みと 
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     して実施する。地域での課題を一緒に共有し、施設として何ができるか？ 

     を考えて、次の取り組みに生かす事で、地域貢献につなげる。 

     ＜予定内容＞ 

     ・テ－マ「人生 100年時代を迎えて～元気な今考えよう終活～」 

      講 師 フレンドファクトリ－年輪 新濵 通安様 

     ・テーマ「活き生き元気な地域づくり３つのポイント」 

      講 師 酒井 保様 

 

    

５、楽笑カフェ（月１回開催）    

     認知症の方や、認知症の方を介護している方、また医療・介護の専門職、 

     地域住民が気軽に集い、交流できる場として実施する。 

     また、子ども向けの企画も実施する。 

 


